
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：太地町総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：太地町 

 

 

 ３ 調査圏域：太地都市圏 

 

 

 ４ 調査期間：平成２８年度～平成２９年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

   

太地町の都市計画道路は全５路線存在するが、これらは昭和 28 年から昭和 42 年に

計画決定された後、昭和 45 年に全路線が変更決定され現在に至っており変更決定か

ら約 45 年が経過している。 

整備状況は、3 路線が整備済みで 2 路線が未改良・概成済みであり、延長ベース（計 

画総延長 10,810ｍ）で、整備率 45％（概成含む延長 4,915ｍ）にとどまっている。 

本調査は、平成２８年度の調査結果から、必要性を総合的に判断し、存続・廃止候 

補路線について検証し、見直しを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称 太地町総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

第１章 業務概要  

第２章 見直し方針の検討  

２－１ 都市計画道路の状況の整理  

２－２ まちづくりの方針の検討  

２－３ 路線の総合評価  

２－４ 都市計画道路廃止後の影響検討  

第３章 廃止路線の都市計画変更  

３－１ 県事前協議資料の作成とりまとめ  

３－２ 都市計画審議会資料・都市計画変更図書の作成  

第４章 住民説明会支援  

○関連資料１ 和歌山県 下協議資料 

・第１回県下協議資料 

・第２回県下協議資料 

・第３回県下協議資料 

○関連資料２ 和歌山県 事前協議資料 

○成果品 都市計画変更図書（案） 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

    

   発注者 和歌山県東牟婁郡太地町 

       所管：産業建設課 

    

   受注者 株式会社 エイト日本技術開発 

       所管：都市・環境・エネルギー事業部 

 

   協議者 和歌山県 

       所管：県土整備部都市住宅局都市政策課 

          県土整備部道路局道路政策課 

 

 ４ 委員会名簿等：― 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

当町の都市計画道路は、昭和４５年に５路線が都市計画決定され、４５年が経 

過した現在、内２路線については整備完了しましたが、残る３路線については未 

着手区間（概成済区間、未改良区間）となっております。      

厳しい財政状況等により整備が進んでいない未着手区間では、長期に渡って 

建築制限を課していることが地権者や地域づくりにとって負担となっているこ 

とがあるなど、都市計画決定当初の目的や機能が実情とあわないといった課題 

が生じております。         

   当町では、そのような課題を解決するため、「和歌山県都市計画道路 見直し 

方針改訂版」の考え方を基に、将来都市像に基づく道路網のあり方を踏まえ、多  

様な視点から総合的に都市計画道路を検証し見直しを実施する。 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

  

必要性を検証し、総合的に評価 

・上位・関連計画への位置づけ 

・都市間連絡機能 

・交通拠点アクセス機能 

・土地利用支援機能 

・都市防災機能 

・交通処理機能 

 

 

交通現況の把握 

将来交通量の見直しの確認 

存続・廃止路線を決定し、都市計画案を作成 住民説明会の実施 

実現性を検証し、総合的に評価 

・施工上支障となり得る物件等がない 

・整備により周辺環境に甚大な変化をもたら

さない 

・まちづくりの方針と合致する 



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

 

 

  

太
地
町
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

住
居
ゾ
ー
ン
（夏
山
地
区
）

・
平
坦
部
に
住
宅
が
立
地
し
、
農
地
も
僅
か
に

残
っ
て
い
る
夏
山
地
区
を
「
住
居
ゾ
ー
ン
（
夏
山

地
区
）
」
と
位
置
付
け
る
。

・
住
居
ゾ
ー
ン
（
夏
山
地
区
）
で
は
、
住
宅
地
と
し

て
居
住
環
境
の
保
全
を
図
る
。

観
光
・
交
流
ゾ
ー
ン
（
常
渡
地
区
・森
浦
地
区
・夏
山
地
区
の
沿
岸
部
）

・
常
渡
地
区
は
、
く
じ
ら
浜
公
園
を
は
じ
め
、
観
光
・宿
泊
施
設
が
立
地
し
、
本
町
の
観
光
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
森
浦
地
区
は
、
「
森
浦
鯨
の
海
計
画
」
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
平
成
29
年

8
月
に
は
新
た
に
「
道
の
駅
・た
い
じ
」
が
開
業
し
て
い
る
。

・
常
渡
地
区
か
ら
森
浦
地
区
、
夏
山
地
区
の
沿
岸
部
一
帯
を
「
観
光
・交
流
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
付

け
る
。

・
観
光
・
交
流
ゾ
ー
ン
で
は
、
観
光
拠
点
と
し
て
の
魅
力
あ
る
観
光
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
維
持
・増

進
に
努
め
、
観
光
機
能
の
強
化
を
図
る
。

森
林
ゾ
ー
ン

・
現
況
森
林
と
な
っ
て
い
る
地
区
を
森
林
ゾ
ー
ン

と
し
、
適
切
な
保
全
を
図
る
。

広
域
連
携
軸

・
Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
及
び
国
道
42
号
を
「
広
域
連
携

軸
」
と
位
置
付
け
る
。

・
広
域
連
携
軸
は
、
国
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

そ
の
機
能
維
持
を
図
る
。
ま
た
、
国
道
42
号
の

未
改
良
区
間
に
つ
い
て
は
、
国
・県
に
早
期
の

改
良
を
要
望
す
る
。

高
台
住
居
ゾ
ー
ン
（
平
見
地
区
）

・
平
見
地
区
は
、
農
地
が
残
る
住
宅
開
発
地
区
で
あ
る

が
、
高
台
に
あ
り
津
波
の
恐
れ
が
な
く
、
近
年
は
住
宅

が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
園
・
小
学
校
の

移
転
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

・
平
見
地
区
を
「
高
台
住
居
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
付
け
る
。

・
高
台
居
住
ゾ
ー
ン
で
は
、
良
好
な
居
住
環
境
を
計
画

的
に
形
成
す
る
た
め
、
周
辺
農
地
に
配
慮
し
な
が
ら
、

住
宅
地
と
し
て
の
土
地
利
用
を
促
す
。

・
津
波
被
害
が
想
定
さ
れ
る
地
区
か
ら
の
移
転
先
と
し

て
、
検
討
を
進
め
る
。

工
業
ゾ
ー
ン
（太
地
漁
港
周
辺
沿
岸
部
）

・
水
産
加
工
場
等
、
地
場
産
業
を
支
え
る
工
業
が
立

地
し
て
い
る
太
地
漁
港
周
辺
の
沿
岸
部
を
「
工
業

ゾ
ー
ン
」
と
位
置
付
け
る
。

・
工
業
ゾ
ー
ン
で
は
、
工
業
の
生
産
性
を
維
持
す
る
た

め
、
で
き
る
限
り
住
宅
や
店
舗
の
立
地
を
抑
制
し
、

工
業
系
の
土
地
利
用
を
促
進
す
る
。

職
住
近
接
ゾ
ー
ン
（
旧
太
地
地
区
）

・
太
地
の
中
心
部
と
し
て
商
業
施
設
等
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
施

設
が
立
地
し
て
い
る
ほ
か
、
家
内
工
業
的
な
作
業
場
と
一

体
と
な
っ
た
住
居
が
立
地
し
て
い
る
旧
太
地
地
区
（旧
漁

村
地
区
）
を
「
職
住
近
接
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
付
け
る
。

・
職
住
近
接
ゾ
ー
ン
で
は
、
一
定
の
用
途
混
在
を
許
容
し
な

が
ら
、
住
み
良
い
住
宅
地
と
し
て
の
土
地
利
用
を
促
進
す

る
。

・
居
住
者
が
“
太
地
ら
し
さ
”
を
感
じ
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
旧
漁
村
集
落
と
し
て
の
ﾋ
ｭｰ
ﾏ
ﾝ
ｽ
ｹ
ｰ
ﾙ
の
都
市
空
間
を

適
切
に
保
全
す
る
。

・
津
波
避
難
施
設
の
充
実
や
日
頃
か
ら
の
避
難
体
制
の
充

実
に
努
め
、
将
来
的
に
は
、
高
台
へ
の
居
住
の
誘
導
を
検

討
す
る
。

地
域
連
携
軸

・
県
道
及
び
主
な
町
道
を
「地
域
連
携
軸
」と
位

置
付
け
る
。

・
地
域
連
携
軸
は
、
地
域
内
の
円
滑
な
移
動
を

支
え
る
も
の
と
し
て
、
維
持
・
整
備
・改
良
に
努

め
る
。

住
居
ゾ
ー
ン
（暖
海
地
区
）

・
お
お
む
ね
建
物
用
途
が
混
在
し
て
お
ら
ず
区
画
道
路
も
整
備
さ
れ
、
良

好
な
居
住
環
境
を
形
成
し
て
い
る
暖
海
地
区
を
「
住
居
ゾ
ー
ン
（
暖
海
地

区
）
」
と
位
置
付
け
る
。

・
住
居
ゾ
ー
ン
（
暖
海
地
区
）
で
は
、
住
宅
専
用
地
と
し
て
居
住
環
境
の
保

全
を
図
る
。

・
大
規
模
地
震
時
に
甚
大
な
津
波
被
害
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
津
波

避
難
施
設
の
充
実
や
日
頃
か
ら
の
避
難
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。



 

  



 



 

 



 

  



 

  



 



 

  



 


